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◎
放
送
法
及
び
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律� �

（
平
成
二
六
年
六
月
二
七
日
法
律
第
九
六
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
五
月
二
〇
日
・
衆
議
院
総
務
委
員
会
）

○
新
藤
国
務
大
臣　

放
送
法
及
び
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に

つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
。近

年
に
お
け
る
放
送
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、

日
本
放
送
協
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
す
る
放
送
番
組
等
の

対
象
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
民
間
の
基
幹
放
送
事
業
者
の
経
営
基
盤
強

化
計
画
の
認
定
に
係
る
制
度
の
創
設
、
認
定
放
送
持
ち
株
会
社
に
係
る
認

定
の
要
件
の
緩
和
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
日
本
放
送
協
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
放
送
番
組
等

を
提
供
す
る
業
務
を
よ
り
柔
軟
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
現
行
の
、

放
送
し
た
番
組
の
み
な
ら
ず
、
現
在
試
行
的
、
限
定
的
に
実
施
し
て
い
る

ラ
ジ
オ
等
の
、放
送
と
同
時
の
提
供
も
恒
常
的
な
業
務
と
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
実
施
に
つ
い
て
、
日
本
放
送
協
会
が
実
施
基
準
を
定
め
、
総
務
大
臣

の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
外
国
人
向
け
テ
レ
ビ
国
際
放
送
に
つ
い
て
、
国
内
に
お
け
る

視
聴
環
境
の
拡
大
を
通
じ
、
そ
の
認
知
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
そ
の
放

送
番
組
を
国
内
の
放
送
事
業
者
に
提
供
す
る
業
務
を
日
本
放
送
協
会
の
恒

常
的
な
業
務
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
地
域
経
済
の
低
迷
等
に
起
因
し
て
民
間
の
基
幹
放
送
事
業
者

の
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
中
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む
放
送

事
業
者
の
放
送
が
、
災
害
時
を
含
め
、
地
域
住
民
の
生
活
に
必
要
な
基
幹

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
で
き
る
限
り
長
く
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
放

送
事
業
者
の
作
成
し
た
経
営
基
盤
強
化
計
画
が
総
務
大
臣
の
認
定
を
受
け

た
場
合
に
、
放
送
法
及
び
電
波
法
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
地
域
経
済
の
低
迷
等
に
よ
り
、
既
存
の
株
主
が
放
送
事
業
者

の
株
式
を
保
有
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
認
定
放
送
持
ち
株
会
社
の
も
と
で
放
送
事
業
者
の
議
決
権
保

有
が
可
能
な
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願
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い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
総
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
五
月
二
九
日
）

○
高
木
陽
介
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

	
（
略
）	

次
に
、
内
閣
提
出
の
放
送
法
及
び
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

は
、近
年
に
お
け
る
放
送
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、

日
本
放
送
協
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
す
る
放
送
番
組
等
の

対
象
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
民
間
の
基
幹
放
送
事
業
者
の
経
営
基
盤
強

化
計
画
の
認
定
に
係
る
制
度
の
創
設
、
認
定
放
送
持
ち
株
会
社
に
係
る
認

定
の
要
件
の
緩
和
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

放
送
法
の
一
部
改
正
案
は
去
る
五
月
十
五
日
に
、
放
送
法
及
び
電
波
法

の
一
部
改
正
案
は
十
九
日
に
、そ
れ
ぞ
れ
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

両
案
は
、
翌
二
十
日
新
藤
総
務
大
臣
及
び
提
出
者
原
口
一
博
君
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
二
十
二
日
に
質
疑
に
入
り
、

二
十
七
日
に
は
参
考
人
か
ら
意
見
聴
取
を
行
い
、
同
日
質
疑
を
終
局
い
た

し
ま
し
た
。
次
い
で
、
討
論
を
行
い
、
順
次
採
決
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
原
口
一
博
君
外
三
名
提
出
の
放
送
法
の
一
部
改
正
案
は
賛
成
少
数
を

も
っ
て
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
内
閣
提
出
の
放
送
法
及
び
電
波
法
の

一
部
改
正
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

な
お
、
内
閣
提
出
の
放
送
法
及
び
電
波
法
の
一
部
改
正
案
に
対
し
附
帯

決
議
を
付
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
五
月
二
七
日
）

政
府
及
び
日
本
放
送
協
会
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
十
分
配
慮
す
べ

き
で
あ
る
。

一　

基
幹
放
送
事
業
者
が
認
定
経
営
基
盤
強
化
計
画
に
従
っ
て
放
送
番
組

の
同
一
化
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
地
域
性
が
著
し
く
後
退
し
な
い
よ

う
講
ず
る
地
域
性
確
保
措
置
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
お
い
て
、
有
効
な

当
該
措
置
と
な
り
得
る
典
型
例
を
示
す
な
ど
、
透
明
性
や
予
見
可
能
性

を
高
め
る
た
め
の
取
組
を
行
う
こ
と
。

二　

認
定
放
送
持
株
会
社
の
認
定
の
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
集
中
排
除
原
則
が
放
送
の
多
元
性
・
地
域
性
の
確
保
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
集
中
排
除
原
則

の
趣
旨
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。
ま

た
、
複
数
の
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
表
現
の
多
様

性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
集
中
排
除
原
則

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
通
信
と
放
送
に
関
す
る
法
体
系
に
お
い
て
、
総
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合
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

三　

認
定
放
送
持
株
会
社
が
傘
下
に
置
く
こ
と
が
可
能
な
基
幹
放
送
事
業

者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
列
内
で
の
資

本
的
つ
な
が
り
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
地
域
性
の
確
保
の
観

点
か
ら
、
政
府
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
列
ロ
ー
カ
ル
局
に
お
け
る
番
組

の
自
社
制
作
比
率
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。

四　

政
府
は
、
協
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
業
務
を
行
お
う
と
す
る
と

き
に
定
め
る
実
施
基
準
の
総
務
大
臣
の
認
可
に
関
し
、
国
民
・
視
聴
者

や
利
害
関
係
者
か
ら
の
意
見
、
苦
情
等
に
つ
い
て
は
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
。
ま
た
、
協
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
業
務
に
つ
い
て
、
少

な
く
と
も
三
年
ご
と
に
行
う
と
さ
れ
て
い
る
実
施
状
況
評
価
を
着
実
に

実
施
す
る
こ
と
。

五　

世
界
各
地
で
の
協
会
の
テ
レ
ビ
国
際
放
送
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
Ｔ

Ｖ
）
の
認
知
度
は
、
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
協
会
は
、
国
際
放
送
の
番
組
の
質
の
向
上
等
に
務
め
、
認
知
度

向
上
に
一
層
努
力
す
る
こ
と
。
ま
た
、
海
外
の
受
信
環
境
の
整
備
等
に

つ
い
て
は
協
会
に
よ
る
取
組
だ
け
で
は
自
ず
と
限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
我
が
国
の
情
報
発
信
強
化
の
た
め
、
政
府
全
体
と
し
て
支
援
す
る

こ
と
。

六　

日
本
特
有
の
文
化
や
流
行
を
海
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
、
海
外
需
要

開
拓
支
援
の
推
進
、
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
外
交
の
基
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、

放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て
、
日
本
の
放
送

局
や
番
組
製
作
会
社
と
周
辺
産
業
の
連
携
、
新
規
参
入
の
促
進
等
を
進

め
る
こ
と
。

七　

災
害
放
送
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
情
報
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、周
波
数
逼
迫
地
域
等
に
お
け
る
新
た
な
周
波
数
確
保
な
ど
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
放
送
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
総
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
）

○
山
本
香
苗
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。ま

ず
、
放
送
法
及
び
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
近
年
に

お
け
る
放
送
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
日
本
放
送

協
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
供
す
る
放
送
番
組
等
の
対
象
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
民
間
の
基
幹
放
送
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
計
画
の

認
定
に
係
る
制
度
の
創
設
、
認
定
放
送
持
ち
株
会
社
に
係
る
認
定
の
要
件

の
緩
和
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、

ラ
ジ
オ
放
送
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
、
放
送
の
地
域
性
確
保
と
放
送
事

業
者
の
経
営
基
盤
強
化
の
在
り
方
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
集
中
排
除
原
則
の
今

後
の
在
り
方
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
展
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開
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表

し
て
吉
良
よ
し
子
委
員
よ
り
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

	
（
略
）	

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
六
月
一
九
日
）

政
府
及
び
日
本
放
送
協
会
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
民
間
放
送
事
業
者
の
経
営
状
況
が
厳
し
い
環
境
に
あ
る
中
で
、
我
が

国
の
放
送
が
、
今
後
と
も
持
続
可
能
な
経
営
環
境
の
下
、
放
送
の
地
域

性
、
多
元
性
等
が
適
切
に
確
保
さ
れ
、
災
害
情
報
の
提
供
等
、
国
民
・

視
聴
者
に
対
し
、
重
要
な
公
共
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
特
段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

二
、
特
定
放
送
番
組
同
一
化
を
行
う
に
当
た
っ
て
の
地
域
性
確
保
措
置
に

つ
い
て
は
、
事
業
者
の
自
主
自
律
に
よ
り
、
適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
、
政
府
は
、
放
送
番
組
に
対
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
見
極

め
つ
つ
、
透
明
性
・
予
見
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
取
組
を
行
う
こ
と
。

三
、
認
定
放
送
持
株
会
社
の
認
定
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
集
中
排
除
原
則
が
放
送
の
多
元
性
、
多
様
性
、
地
域
性
の
確
保

等
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
、
同
原
則
の
趣
旨
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。
特
に
、
要
件

緩
和
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
経
営
基
盤
の
強
化
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き

放
送
の
地
域
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
系
列
ロ
ー
カ
ル
局
に
お
け
る
自

社
制
作
番
組
比
率
の
維
持
等
に
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
同
原
則
に
つ

い
て
は
、
特
定
事
業
者
に
よ
る
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
複
数
支
配
に
よ
り
、

表
現
の
多
様
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
後
の
通
信
と
放

送
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
に
応
じ
て
、
総
合
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

四
、
協
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
業
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
基
準

の
認
可
及
び
認
可
基
準
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
利
害
関
係
者
は
も
と
よ

り
、
広
く
国
民
・
視
聴
者
の
意
見
を
聴
取
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等
に

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。
ま
た
、
協
会
は
、
同
業
務
に
つ
い
て
、
事
業

計
画
及
び
業
務
報
告
書
へ
の
明
記
や
同
業
務
の
勘
定
に
係
る
財
務
諸
表

の
公
表
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
少
な
く

と
も
三
年
ご
と
に
行
う
実
施
状
況
評
価
を
着
実
に
実
施
し
、
評
価
結
果

に
基
づ
き
業
務
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
。

五
、
海
外
に
お
け
る
協
会
の
テ
レ
ビ
国
際
放
送
に
つ
い
て
は
、
協
会
は
、

そ
の
認
知
度
向
上
に
向
け
、
番
組
の
質
の
向
上
や
受
信
環
境
の
整
備
等

に
一
層
努
め
る
と
と
も
に
、
政
府
は
、
我
が
国
の
情
報
発
信
強
化
の
た



放
送
法
及
び
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

三
五
六

め
、
協
会
の
行
う
受
信
環
境
整
備
の
取
組
に
対
し
て
一
体
と
な
っ
て
必

要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

六
、
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
、
日
本
文
化
等
の
海
外
へ
の
発
信

が
、
海
外
需
要
の
開
拓
や
我
が
国
の
国
際
的
地
位
向
上
に
資
す
る
こ
と

か
ら
、
放
送
局
や
番
組
制
作
会
社
と
周
辺
産
業
の
連
携
の
推
進
、
コ
ン

テ
ン
ツ
二
次
利
用
に
係
る
権
利
処
理
の
円
滑
化
、
海
外
に
お
け
る｢

放

送
枠
」の
確
保
等
、
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
の
海
外
展
開
の
促
進
の
た
め
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

七
、
災
害
放
送
を
始
め
と
す
る
地
域
情
報
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

周
波
数
逼
迫
地
域
等
に
お
け
る
新
た
な
周
波
数
確
保
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
の
一
層
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
者
と

地
方
公
共
団
体
の
連
携
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。


